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2.56-2.49 (1H, m), 2.34 (1H, dd, J = 12.0, 5.0 Hz), 2.18-2.10 (1H, m), 2.15 (1H, ddq, J = 10.5, 

7.0, 1.0 Hz), 2.00-1.92 (1H, m), 1.95-1.86 (1H, m), 1.87-1.79 (1H, m), 1.98 (3H, s), 1.94 (3H, 

s), 1.65-1.55 (1H, m), 1.31-1.20 (1H, m), 1.12 (3H, d, J = 6.5 Hz), 1.07 (3H, d, J = 7.0 Hz), 

1.06 (3H, d, J = 7.0 Hz), 0.93 (3H, d, J = 6.0 Hz), 0.83 (3H, d, J = 7.0 Hz). 

得られた1H NMRスペクトルは既報のものと一致した[26]。 
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を行う場合には、タンパク質試料を PVDFメンブレンに転写させた後、0.1%の

Ponceauを含む1%酢酸水溶液にメンブレンを浸し、5分間振盪した。染色を観察し

た後に、1%酢酸水溶液で2回、水で2回洗浄することでPonceauを取り除いた。ブ

ロッキング以降の作業は前述の通りに実施した。 

  










